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雲仙天草国立公園に代表される豊かな自然景観や、野生のイルカを間近に見

ることができるイルカウォッチング、特色ある農林水産資源を生かした食文化

などの観光資源に加え、地域固有の歴史と文化を活かした観光資源の魅力の向

上や、本市を周遊するための交流施設整備など「魅力づくり」に努めます。 

また、海外に目を向けたインバウンド（外国人観光客誘致）に関する事業の

推進や、旅行形態の変化やニーズが多様化している中、観光経営者の視点に立

ち、各種データの収集・分析による戦略の策定と実行力のある組織の形成によ

り観光を支える「仕組みづくり」を行います。これらの取組みと並行して、次

世代のリーダー育成、市民意識の高揚を図るため、関連団体等と連携し観光ガ

イドの育成やおもてなし力の強化を行い、観光の「担い手づくり」に努めます。 

さらに、「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の構成資産として世

界文化遺産となった﨑津集落や、風光明媚な島の景観と豊かな生態系の残る天

草の魅力ある自然資源を最大限に活用して、戦略的に情報を発信することで天

草の観光地としてのブランド力を高めます。 

棚底城跡などの城跡や遺跡などを含めた歴史的文化遺産、伝統文化等を大切

な宝として後世に残すため、市民の郷土に対する郷土愛やコミュニティ意識を

醸成しながら、市民と行政が一体となって、これらの貴重な資源の保存・継承・

活用に努め、歴史と文化の薫り高いまちづくりを目指します。

３．みんなで築く活力あるまちづくり【地域振興部門】 

まちづくりの基本は「人づくり」です。様々な活動を通して天草の次世代を
担うリーダーの育成と住民主体のまちづくりの推進に取り組みます。 
また、住民の力を地域で発揮できる仕組みをつくることで、一人ひとりが輝
き活動することができ、年齢や性別、障がいの有無等にかかわらず、誰もがお
互いの存在を認め合い、一人の人間として尊重され、生き生きと暮らすことが
できる地域社会をみんなで築きます。 
そのため、市民・自治組織・企業・ＮＰＯ・行政などのまちづくりの主体が、
各々の得意分野や地域の特性を生かし、自助・共助・公助を基本としながら協
力・連携した、協働による活力あるまちづくりを推進します。 
さらに、天草の豊かな自然や魅力ある地域資源を生かし、住まい・暮らし・
仕事・情報発信など多様化したニーズに対応したＵＪＩターンを促進し、地域
に新たな活力を生み出す移住・定住政策に取り組みます。 
そして、市民が、ライフスタイルに応じて運動やスポーツに親しむことがで
きるよう、スポーツ環境や施設の充実を図るとともに、スポーツ大会の開催や
合宿誘致等を推進し、地域の活性化につなげます。また、指導者の資質の向上
や、全国レベルで活躍する優れた選手を育成・支援する取組みを推進していき
ます。 
また、人口減少が進む中、地域の活力を維持・強化していくためには、多様
な交通モードの連携により、地域の拠点を有機的に結ぶ持続可能性のある公共
交通網を形成していくことが必要であり、交通不便地域対策の推進や各種交通
資源の再編・有効活用、乗継利便性の向上等に取り組んでいきます。 
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７ 暮らしやすい機能的なまちづくり 
【都市基盤整備部門】：33.良好なまちなみの形成 

34.住環境の整備 35.上下水道の整備 

36.機能的な交通基盤の整備 37.情報化の推進

８ 持続可能な行政経営ができるまちづくり 
【総務・企画部門】：38.財政基盤の強化 

39.ファシリティマネジメントの推進による適正配置と財

政支出の削減  

40.組織力・職員力の強化 41.行政サービスの質の向上 

42.窓口サービスの充実  43.行政経営システムの改善 

１ 創造性豊かな産業のまちづくり 
【産業経済部門】：1.農業の振興 2.林業の振興 

3.水産業の振興  4.商工業の振興と多様な働く場の創造 

5.地産地消・地産他消の推進 

２ 歴史と文化の薫り高い魅力あふれる観光のまち
づくり【観光・文化部門】：6.観光の振興 

7.観光施設の充実  8.世界遺産の保全 

9.大地の遺産を活用した活動の推進 10.文化の振興 

３ みんなで築く活力あるまちづくり 
【地域振興部門】：11.協働によるまちづくりの推進

12.男女共同参画社会の推進 13.スポーツの推進  

14.移住･定住の促進

15.公共交通による移動利便性の向上

５ 生き生きと暮らせ共に支え合うまちづくり 
【保健・医療・福祉部門】：21.健康寿命の延伸 

22.医療資源の効率的な活用 

23.地域支え合い活動の推進 

24.包括的な支援体制の構築 

25.障がい者（児）の社会参加の促進 

26.子育て支援体制の充実

６ 環境と共生した安心・安全なまちづくり 
【生活環境・防犯防災部門】： 

27.自然環境の保全と低炭素社会の実現 

28.快適な生活環境の充実 29.災害に強いまちの形成 

30.消防・救助・救急体制の整備 

31.防犯対策・交通安全の推進 32.消費生活の支援

安らぎのある 

快適なまち

豊かで 

活力ある 

産業のまち

未来を拓く 

社会基盤が 

充実したまち

自治体経営が 

安定したまち

文化を育み 

人が輝くまち

基 本 構 想 基 本 計 画 実施 

計画 

環 境 指 標 

(地域のアウトカム指標) 

活動 

指標 

成 果 指 標 

（施策のアウトカム指標） 

４ 未来を拓く人を育むまちづくり 
【教育部門】： 16.生涯学習の推進 

17.人権教育及び人権啓発の推進 18.学校教育の充実 

19.大学等との連携 20.国際化の推進

３２


